
Outcome

（厚労省提出指標）

指標 

最小値 26.22  25％値 48.71  

中央値 58.11  75％値 65.17   

最大値 79.17 

回答病院 65 

グラフからは全体にやや改善傾向が見られますが、大き

な変化はありません。検出手法を定義上で制限しましたが

大きな影響はなさそうです。一部大きく値の変化している

病院がありますが、分母の規模が小さいところはデータの

バラツキかも知れませんが、一部大きく指標値の悪化して

いる病院では、アウトブレイクの確認が必要です。 

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子 期間内の MRSA 検出入院患者数 

入院中の検体(入院時の検体を含む)で MRSA が同定されているも

の。ただし、スクリーニング目的でスクリーニング培地を用いた

ものなど、MSSA が検出されない方法で検出されたものは除外する。

重複処理を行い、期間内に複数回検出があったとしても 1 名と数

える。 

分母 期間内の S.aureus（黄色ブドウ球菌）検出入院患者数

入院中の検体(入院時の検体を含む)でS.aureusが同定されている

もの。検査方法は問わない(質量分析を含む)が、MRSA を否定して

いない場合(感受性検査未施行等)は、分母の集団に分子が含まれ

ていない場合があり除外する。また、スクリーニング目的でスク

リーニング培地を用いたものなど、MSSA が検出されない方法で検

出されたものも除外する。重複処理を行い、期間内に複数回検出

があったとしても 1名と数える。 

収集

期間
１ヶ月毎  

調整

方法
患者数の重複に留意  

総黄色ブドウ球菌検出患者の内のMRSA比率

2020年定義変更あり 

12

・黄色ブドウ球菌自体は皮膚に常在する場合があり、従って単純にMRSAの検出患者数をモニターした場合は、

結果が検査数に影響を受けるため、総ブドウ球菌数を分母とすることで標準化する。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

考察 

改善・運用事例など 








